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話題
街に
ひろう

支
援
の
輪

　
　
　

広
が
る　

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
お
よ
び

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、

３
月
17
日
か
ら
19
日
に
各
行
政
区
の
皆
さ
ん

に
、
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
受
け
入
れ
の
た

め
の
寝
具
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
た
く
さ
ん
の
寝
具
が
集
ま
り
、

市
内
避
難
所（
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
の
ほ

か
、
近
隣
自
治
体
、
宮
城
県
仙
台
市
へ
送
付
・

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

寄付された寝具は、市内避難所のほか、

上記へ送付・活用させていただきました

避難所となった市総合福祉センターでは、ボランティ

アが食事の準備や受け付けなどで活躍しています。

↑たくさんのボランティアの協力を得て、

避難所の準備が整えられました。

～
東
日
本
大
震
災
関
連
～

自治体名 布団の数（組）
古河市 169

つくばみらい市 50
北茨城市 70
鹿嶋市 150

宮城県仙台市 520
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３
月
15
日
、
市
は
親
善
友
好
都
市
で
あ
る

宮
城
県
色
麻
町
へ
災
害
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

　

池
辺
勝
幸
市
長
は「
被
害
が
海
岸
付
近
に
集

中
し
て
い
て
、
内
陸
の
支
援
が
遅
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
体
に
気
を
付
け
て
活
動
し
て

き
て
く
だ
さ
い
」と
災
害
派
遣
隊
を
激
励
。
保

健
師
１
人
を
含
む
８
人
の
職
員
で
構
成
さ
れ

た
災
害
派
遣
隊
第
１
陣
は
、
米
や
燃
料
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
救
援
物
資
を
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
出
発
し
ま
し
た
。
派

遣
隊
は
、
15
日
か
ら
18
日
の
４
日
間
現
地
で

活
動
。
保
健
師
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
回
っ
て
、
健
康
指
導
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

親
善
友
好
都
市
・

宮
城
県
色し
か
ま
ち
ょ
う

麻
町

宮城県亘
わた り ち ょ う

理町へ災害派遣

　

３
月
16
日
、
市
は

東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
影
響
を
受
け
、

一
部
地
域
で
断
水
し

て
い
た
姉
妹
都
市
・

茨
城
県
常
陸
太
田
市

へ
災
害
派
遣
を
行
い
、

現
地
で
給
水
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
・

茨
城
県
常
陸
太
田
市

常陸太田市…昭和61

年、水府村（現・常陸太

田市）と姉妹都市提携調

印。水府村が合併して

常陸太田市になったこ

とに伴い、平成19年7月

28日、うしくかっぱ祭

りオープニングセレモ

ニーの席上、両市長に

より姉妹都市提携調印。

色麻町…牛久市と同様、「河童」にまつ

わる伝説が語り継がれている町。昭和

63年7月23日、親善友好都市提携調印。

←第3次災害派遣隊・災害ボランティアの

島田正男さん、田渕哲也さん（写真左から）

第5次災害派遣隊・災害ボランティアのタガビ

テヘラニネジャドモーセンさん、千本博さん、

宮下春男さん、那須健二郎さん（写真左から）

第4次災害派遣隊・災害ボランティアの佐

藤輝夫さん、成井秀喜さん、福田靖夫さん、

広川智一さん（写真左から）

　市は、宮城県の要請を受けて、宮城

県亘理町へ災害派遣を行いました（4月

19日現在で計7回）。派遣隊には、災

害ボランティアも参加。派遣隊は現地

へ救援物資を運搬し、救援物資の仕分

けや各避難所（計6カ所）を回って、物

資を搬入するなどの活動をしていま

す。

水戸市

常陸
太田市

●

色麻町

仙台市
●

亘理町

仙台市
●
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　4月5日、（有）イーペック牛久から野口
憲副市長に、100万円が「ふるさと牛久
応援寄附金」として寄付されました。
　この寄付金は、市の震災被害活動支援
に使われます。

　4月1日、ボーイスカウト牛久4団から、
17万5,810円が「ふるさと牛久応援寄附
金」として寄付されました。
　同団体は、今年で結成25年目。この
寄付金は、3月26日に同メンバーが牛久
駅前で募金活動を行って集めたもので、
市の震災被害活動支援に使われます。

　3月25日、牛久茎崎ライオンズクラブア
イリス支部から池辺勝幸市長に「ふるさと牛
久応援寄附金」として10万円が、（社）牛久市
社会福祉協議会に5万円が寄付されました。
　この寄付金は、市の震災被害活動支援
や地域福祉の増進のために使われます。

　3月25日、ひたち野にお住まいの荻島
三起生さんから、池辺勝幸市長に10万
円が「ふるさと牛久応援寄附金」として寄
付されました。
　この寄付金は、市の震災被害活動支援
や地域福祉の増進のために使われます。

　3月25日、牛久市東北南県人会から池
辺勝幸市長に、「ふるさと牛久応援寄附金」
として5万円が寄付されました。
　同会は、宮城、山形、福島県出身の市
民52人が会員となって、親睦を図って
いる団体です。この寄付金は、市の震災
被害活動支援に使われます。

おわびと訂正　4月1日号広報うしく23ページで「国道６号バイパスの事業促進など
　について要望」の写真の説明に誤りがありました。正しくは茨城県土木部長です。
　おわびして訂正いたします。

寄
付
金
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　4月4日、タキイ種苗（株）から池辺勝
幸市長に、「ふるさと牛久応援寄附金」と
して10万円が寄付されました。
　この寄付金は、市の震災被害活動支援
に使われます。
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平成22年度茨城県統計功労者表彰式
　1月19日（水）、茨城県庁舎9階「講堂」で行われた

「平成22年度茨城県統計功労者表彰式」で表彰され

た市内の方をご紹介します。おめでとうございます。

　【総務大臣表彰】

　　金子　隆

　【経済産業省調査統計部長感謝状】

　　飛田　喜一

　【茨城県統計協会総裁表彰】

　　本橋積善、木村信子、金子房子 （順不同・敬称略）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

南・犬塚さん

震
災
に
負
け
ず
つ
く
し
の
芽
が
高
く

南　

村
山
さ
ん

震
災
の
教
訓
い
か
し
て
地
域
作
りさ

く
ら
台　

月
田
さ
ん

春
待
つ
や
庭
に
行
列
黄
水
仙

小
坂
町　

飯
塚
さ
ん

水
仙
や
孫
春
運
び
拝
む
墓

田
宮　

岡
村
さ
ん

風
邪
ひ
く
な
孫
の
ひ
と
言
予
防
薬

桂
町　

木
村
さ
ん

楽
し
く
て
笑
い
こ
ろ
げ
る
ク
ロ
ッ
ケ
ー

女
化
町　

菜
の
花
さ
ん

雛
達
の
餌
を
求
め
て
靄も
や

の
中

下
根
町　

藤
田
さ
ん

サ
ア
や
る
ぞ
か
け
声
か
け
て
職
さ
が
し

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

母
に
似
し
鏡
の
中
に
我
あ
り
き女

化
町　

女
化
小
町
さ
ん

大
地
震
壊こ
わ

れ
落
ち
く
る
瓦が

れ

き礫
の
山
に
戦
争
の
日
が
蘇
よ
み
が
える

岡
見
町　

根
本
良
子
さ
ん

皆さんのお便りから

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便
りをお待ちしています。

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイ

ラストや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お

便りには住所と氏名、電話番号を記入してください。

また、匿名希望の方は、その旨記入してください。ペ

ンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

ちょっと休
ぶれいく

憩

海外から届いたメッセージ 　はじめまして。私は、平成22年6月まで牛久市に住んでいた鈴木と申し

ます。現在は、JICA 青年海外協力隊の体育隊員としてエチオピアに赴任し、活動を行っています。

　さて、今回の東北地方太平洋沖地震ですが、現在でも世界中のニュースでトップニュースとして取り

上げられています。また、私が赴任しているエチオピアでも毎日、同僚、友人、道行く人がわざわざ足

を止め、「日本は大丈夫か？」「家族は無事か？」「今から教会に日本のために祈りに行くよ」と言ってくだ

さいます。協力隊として世界中に散らばった友人たちからも同じような様子を聞いています。

　また、これはある国の協力隊員から届いたメールです。

『授業料もなかなか払えない、本当に安い賃金で農場で働いている、普段私たちを見つけるたびに「お金

をくれ」と言っている人たちが、本当に悲しい表情をしながら何人も日本のために募金をしてくれました。

いただいたお金は日本円で1～2万円ほどです。日本赤十字社に渡せばとても少ない金額です。しかし、

そんな状況に置かれている人たちからの募金は、とても言葉では言い表せない重みがあります。遠く離

れた私たち日本のために、少しでも何かしたいという思いを日本人に知ってほしい』

　今世界中の人たちが日本を心配しています。世界中の人たちが日本を想っています。日本にいるとな

かなか実感できないことですが、こんなにも遠く離れた国を想ってくれている方々がいるんだなと気付

かされました。私はそれを一人でも多くの日本人に知ってほしいのです。もちろん、私の愛する地元で

ある牛久市の皆さんにも。　　　　　　　　　　　平成23年3月18日　　　　エチオピア・鈴木さん

ペンネーム・じゅんじゅんさん


